2014年度事業計画書
2014年4月1日から2015年3月31日まで

NPO法人アジール舎

１.事業の方針
　・以下の事業を実施することを目標とする。
　
２．事業実施計画
（1）児童デイころぽっくる（法定事業）
	事業名
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）利益対象

（E）人数



	児童発達支援

ころぽっくる
	・2名の準職員を迎える。
・お出かけ療育に取り組む。京都競馬場等予定。
・アジール会（親の会）を実施。モニター観察とワーク（隔月）。

・年間を通した就学に向けた支援を行う。就学オリエンテーション、面談の実施。
	（A）月～金曜日

（B)ころぽっくるの家

（C）10人
（非常勤・パート職員含）


	（D）幼児

（E）35人

（宇治市35人）

	放課後等デイサービス
はらっぱ
	・プログラムの目的と内容を明確にし、職員間での共通化を図り専門性を活かした取り組みを行う。
・子どもの発達と特性に配慮したグループ編成（そら・だいち）を行う。
・月末土曜日に“はらっぱプラス”を新設。子どもたちの自立した生活を基本に、より実生活に近い子どもたちの自己実現の場とする。午前：フットサル（スポーツ）部、料理部、午後：お出かけ部、科学部を設定する。
・夏休み期間にはスペシャル療育を実施する。

・アジール会（親の会）を実施。モニター観察（隔月）。
	（A）月～土曜日

（B)ころぽっくるの家

（C）16人（非常勤・パート職員含）


	（D）就学児
（E）75人

（宇治市68人、
京都市6人、城陽市1人）

	保育所等訪問支援

子ども訪問ころぽっくる
	・園・学校や教育委員会との連携を図りながら、個別ニーズへの直接・間接支援を実施していく。
・今までの実績を基本に小学校や支援学校との連携を強化する。

・言語聴覚士、作業療法士、心理士といった専門性を活かした支援態勢でニーズに応えられるようにする。
	（A）平日（午前）

（B)園・学校へ訪　問
（C）3人（兼務）

	（D）幼児～
（E）5人




（2）アジール心理発達相談室（自主事業）
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）利益対象

（E）人数



	・ひきこもり等で悩みを抱える家族への支援を行う。

・親子塾との連携は継続して取り組む。

・ころぽっくる、はらっぱ利用児への発達検査の実施。
	（A）火～木曜日

（B)そうだんの家
（C）2人（兼務）

	（D）幼児～
（E）20人


（3）アジール親子塾（自主事業）　　
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）利益対象

（E）人数



	・昨年度に引き続き京都地域創造基金にエントリーする。

・心理相談室と連携を図りながら、親子への支援を実施する。
・不登校児への学習支援に取り組む。

	（A）月～金曜日

（B)学びの家

（C）4人


	（D）就学児

（E）16人




　
（4）情報交流スペース　すぷりんぐ（自主事業）
（今年度の取り組み）
・通信発行（年4回）

・文庫整備（継続）
・「子どもひろば＠ころぽっくるの家」開催…10月25日（土）
・「夏まつり」（親子のつどい）開催…8月2日（土）
・HPでの法人活動のPR強化
